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（３）SP は、第 2 章 Upāyakauśalya「方便品」をもと
として構成され展開されている。






























































































方便解釈の展開についてである。第 1 章から 3 章で
ある梵本文献の語義的な論証方法を引きずってしまっ
た感があり、いますこし、各節の法華観と方便思想に
踏み込むことが望まれる。取り挙げた三国の諸註書・
諸師の思想のみではなく、広く検証することも今後の
重要な課題となる。
例えば中国隋智顗の法華思想について、論者が取り
上げた諸師のそれを比較し、特色を検証すること。日
本の代表として聖徳太子だけに注目しているが、さ
らに日本について聖徳太子だけを取り上げた理由は如
何。日本仏教と文化ほど法華経の影響を受けた国は他
にないことを考慮すれば、各時代各師の法華観にも論
究すべきであった。
論証不足の部分があるが、今後の研鑽に期待のもて
る論文であり、課程博士学位論文として評価できるも
のである。
